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Abstract: 
Toward a better English presentation education: An interview study with 
globally experienced business presenters 
This study aims to help develop English presentation (EP) education at 
universities in Japan. The current EP education focuses on presentation skills such 
as physical aspects, and tends to be unclear about how to communicate with the 
audience (Tamura et.al 2014). However, beyond classrooms, being aware of the 
audience and considering the audience’s situation, interests, expectations and needs 
are important when giving presentations. This paper examines these issues and 
shares interviews with globally experienced Japanese presenters on how they 
successfully communicate with their audiences. The findings show that they place 
highest importance on the following three points: 1) conveying information 
correctly without caring about English accuracy, 2) inviting the audience to the 
presenters’ side, and 3) building an equal relationship with the audience. By 
incorporating these findings, the paper proposes teaching ideas that can help 
learners to become more effective presenters in their future roles as global citizens. 
 
 


















大学英語プレゼンテーション教育 グローバル人材の育成 聴衆との関係 EIL 


























テーションの冒頭で、 “This presentation will help you~”や “After this 





























扱った研究 (藤尾, 2015) が挙げられる。 
  英語プレゼンテーションでは 、physical message と言われるジェスチャー 
(gestures)、アイコンタクト (eye contact)、姿勢 (posture)、声の抑揚 (voice 
inflection)といった非言語コミュニケーションが重要になる。Kusanagi (2015) 
は、このうち、プレゼンテーションにおけるジェスチャー (gestures)、アイ
コンタクト (eye contact)、姿勢 (posture) に着目し、このような非言語的要
素を教師が明示的に学生に指導することが効果的だと確認した。また、学











また、藤田他 (2009) は、学生がお互いの原稿を読んでチェックをする peer 
editing が、学生の「読む力」が伸ばすだけでなく、他の学生の努力から刺
激を受ける良い機会となったと述べている。また、お互いのプレゼンテー
ションを聞いて評価をする peer evaluation が、学生の「聴く力」の向上に役
立っただけでなく、話し手をより意識できるようになったことが明らかに
なった。 




































  本名 (2013) は、グローバル化する日本企業の国際コミュニケーション戦







































































 本研究では、インタビューを KJ 法 (川喜田, 1986)と呼ばれる質的研究に







   1. ラベル（カード）作り (１ラベルに付き、１メッセージとする)：(イ
ンタビューの書起しから聴衆への意識について言及している発言・それ
に関するやりとりを抽出しラベルに貼り付ける) 
  2. ラベルのグループ編成 
  a. ラベル拡げ：１で作成したラベルを何も意識せずに無作為に並べる 
    b. ラベル集め：内容が似ていると思われるラベルを集める。 
    c. 表札作り：b で集めたラベルの内容を要約する 
  a,b,c を繰り返し、これ以上まとめられないところまでまとめる 
 3.空間配置、図解・文章化 (ラベル同士の関係性を検討する) 
 









4.1  全体像 
  インタビューの書起しを分析した後、聴衆に対する意識に関する発言は
85 ヶ所あることがわかった。これを手順２で分析を繰り返した結果、プレ
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ためには、相手と同じプラットフォームに立った雰囲気作りをする (n)  
(例 11) ことや仲間として１つのブラットフォームに立つために波長を合わ
























































す(j) (例 13)、Native の英語ではなく、伝わりやすい英語を重視する(d) (例
14) ことで英語を気にしすぎず聴衆のことを考えている (か)。 
  
例 13： 
I01:まあ、マックス 3 つまで。例えば 1 時間の枠の中で、伝えたいこと、マ
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や話すタイミングが挙げられる。すでに、身振り手振り (gesture)、姿勢








ンテーションを始める前に、“I'm happy to take your questions after this 











語プレゼンテーションの授業では、“This presentation will help you understand 





大学生には、“Here I would like to share the goal of this presentation with you. 
























































    
本研究は、「グローバル人材育成のための大学英語プレゼンテーション教育
の学際的研究」（平成 27〜29 年度 挑戦的萌芽研究 15K1291 代表者: 田村
朋子）のもとで行われている。 
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